
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

あいにくの雨の下校となりました。 

一挨一拶（いちあい いちさつ） 
校長 三原 洋一 

 
 先週、今週の２回にわたって生徒会による

「あいさつ運動」が行われています。私は、

その時間は、職員の朝の打合せ会に参加して

いるため、その様子を見ることはできません

が、生徒会主任からは、朝から『おはようご

ざいます』の元気な声が交わされ、気持ちの

良い朝の風景となっていると聞いています。

生徒会の役員のリードで、子どもも大人も相

手の心に響く大きな声で、あいさつを交わ

し、爽やかな一日のスタートがきれることを

嬉しく思います。 
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 さて、日本人のあいさつの語源は、「一挨

一拶（いちあいいちさつ）」、禅宗の問答に由

来した言葉です。「挨」は心を開いて近づ

く、「拶」も同様に、迫る、近づくという意

味があります。あいさつは「心を開いて相手

に近づく」という意味です。素直にあいさつ

ができることは、人間本来の姿であり、日本

の社会の秩序の基であるという日本古来から

の考えは、素晴らしいものであると思いま

す。 

 
 しかしながら、あいさつが人間関係を築く

上で大切なものというのは頭ではわかってい

ても、大人でも、なかなか実行できない人も

います。「もし相手が 
あいさつを返してく 
れなかったらいやだ 
な。」という気持ち 
からでしょうか。こ 
のような考えをもっ 
ているうちは、気持 
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ちのよいあいさつが行き交う社会にはなりま

せん。 
 あいさつにはいろんな力が宿っていると思

います。例えば、「感謝を伝えることができ

る。」「仲良くなるきっかけになる。」「印象の

良さを与えられる。」「緊張をほぐせる。」 な
どです。さらに言えば、「あなたの存在を認

めている」というメッセージを送ることにも

なります。お互いを認め合うことは、よりよ

い人間関係を構築するためには欠かせないこ

とです。 
 本校では生徒と 
教職員を合わせて 
560 名以上の人が 
いますが、中には 
あいさつが得意の 
人もいれば苦手な 
人もいます。大事 
なことは、「無理矢 
理大きな声であいさつしなければならない」

ということではなく、「あいさつの意味や良

さを知ったうえで、自然にできるあいさつ」

ということだと思います。本校の現状として

は、とても元気よく気持ちの良いあいさつが

できる子がほとんどですが、声をかけても目

も合わせない子がいるのも事実です。 
 そこで、大人の方から、積極的に子ども達

に声をかけていただきたいと思います。大人

から、さわやかなあいさつをかけられれば、 
 
 
 
 
 
 
 
 

きっと子どもたちも変わってくると思いま

す。 
 これからの社会がどんなに大きく変貌しよ

うとも、人間関係のスタートとなるあいさつ

が重要なことは変わらないはずです。将来、

社会人として生きる子ども達の大きな力にな

ると思います。学校も継続して指導をしてま

いりますので、ご家庭でもご指導よろしくお

願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハラスメント防止研修 
 昨年度から始めた「ハラスメント防止研修」

を、本年度も実施しました。 

 今回は、管理運営委員会教育人事部の 向山

こずえ様を講師としてお迎えし、『より良い職

場・学校にするために』と題して、ハラスメン

トについて研修を行いました。ハラスメントと

は何かという基本的な認識や、日米のハラスメ

ントの捉え方の違い、その防止策について、ケ

ーススタディを含めて、分かりやすく講義して

いただきました。 

 また、日本国内の学校現場での具体的な事例

をあげて、生徒へのハラスメントや、体罰につ

いて理解を深め、その防止策について学びまし

た。１時間の研修でしたが、大変充実したもの

となりました。 

 今後も、ハラスメントのない、よりよい職場、

そして、よりよい学校となるよう、教職員一人

一人の意識を高めていきたいと思います。 

 




